
平 成 ２４ 年 ２ 月
和 歌 山 県 財 政 課

平成２４年度当初予算のポイント



１．全１．全１．全１．全 体体体体 像像像像

予算規模予算規模予算規模予算規模

歳歳歳歳 出出出出 ５，５，５，５，７４８７４８７４８７４８億円億円億円億円

（対前年度＋３２１億円、＋５．９％）

歳歳歳歳 入入入入 ５，５，５，５，７３１７３１７３１７３１億円億円億円億円

※県債管理基金繰入金（１７億円）を除く

収支不足額収支不足額収支不足額収支不足額

歳出歳入差引歳出歳入差引歳出歳入差引歳出歳入差引 １７１７１７１７億円億円億円億円

（前年度１６億円）

県債管理基金の取り崩しにより補てん

財政調整基金残高（H24末見込） ４１億円

県債管理基金残高（H24末見込） １５９億円

※行革プランの想定：H24年度末 両基金残高計 ２２億円

（注）計数は、それぞれ四捨五入によっているので、
端数において合計とは一致しない場合がある。

○予算規模は、昨年度に引き続き、
対前年度予算を上回る

（平成２０年度以降、４年連続増加）

○予算規模が５，７００億円を超える
のは、平成１３年度以来１１年ぶり
※平成１５年度当初予算における特殊要因を除いた場合

（参考）
台風１２号災害対応分除き ５，６１２億円

（台風１２号災害対応分 １３６億円）

１

※【収支不足】 歳出額マイナス歳入額のことであり、財源が不足する状態をいう。

当該不足額の補てんに財政調整基金・県債管理基金を活用する。

ピークは⑪５，９７７
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予算規模の推移予算規模の推移予算規模の推移予算規模の推移



２．歳入のポイント２．歳入のポイント２．歳入のポイント２．歳入のポイント

・自主財源・自主財源・自主財源・自主財源 ２２２２，，，，２３１２３１２３１２３１億円億円億円億円（対前年度＋１０８億円、構成比３８．８％＜㉓３９．１％＞）

県 税 ８０１億円 （対前年度＋１１億円、＋１．３％）

諸 収 入 １，００２億円 （対前年度＋１８８億円、＋２３．０％） など

・依存財源・依存財源・依存財源・依存財源 ３，３，３，３，５１７５１７５１７５１７億円億円億円億円（対前年度＋２１３億円、構成比６１．２％＜㉓６０．９％＞）

地方交付税 １，６４２億円 （対前年度＋３１億円、＋１．９％）

国庫支出金 ７７０億円 （対前年度＋１００億円、＋１４．８％）

県 債 ９６１億円 （対前年度＋９３億円、＋１０．７％） など

※うち臨時財政対策債 ３７０億円（対前年度△３０億円、△７．５％）

（１）県税収入（１）県税収入（１）県税収入（１）県税収入

８０１億円（㉓７９０億円、＋１１億円、＋１．３％）

主な税目の状況主な税目の状況主な税目の状況主な税目の状況

・個人県民税 ２７５億円 （㉓２６７億円、 ＋８億円、 ＋３．２％）

・法人二税 １５７億円 （㉓１５８億円、 △１億円、 △０．４％）

・自動車税 １１４億円 （㉓１１５億円、 △１億円、 △１．２％）

・地方消費税 １２６億円 （㉓１２３億円、 ＋３億円、 ＋２．３％）
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県税収入予算額の推移県税収入予算額の推移県税収入予算額の推移県税収入予算額の推移
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（２）地方交付税・臨時財政対策債（２）地方交付税・臨時財政対策債（２）地方交付税・臨時財政対策債（２）地方交付税・臨時財政対策債

２，０１２億円（㉓２，０１１億円、＋１億円、＋０．０％）

地方交付税 １，６４２億円
（㉓ １，６１１億円、＋３１億円、＋１．９％）

臨時財政対策債 ３７０億円

（㉓ ４００億円、△３０億円、△７．５％）

※地方財政の健全化を図る観点から臨時財政対策債は減と

なったが、地方交付税の別枠加算の維持等により、実質的
な交付税は増

（３）県債（３）県債（３）県債（３）県債 （臨時財政対策債（臨時財政対策債（臨時財政対策債（臨時財政対策債除き除き除き除き））））
５９１億円（㉓４６８億円、＋１２３億円、＋２６．３％）
うち 退職手当債 ３７億円

（㉓４０億円、△３億円、△７．５％）
行政改革推進債 １８億円

（㉓１８億円、±０億円、±０．０％）
◎県債依存度１０．３％（㉓８．６％、＋１．７％)

※臨時財政対策債含みでは
９６１億円（㉓８６８億円、＋９３億円、＋１０．７％）
◎県債依存度１６．７％（㉓１６．０％、＋０．７％）

<参考> 地方財政計画の地方債依存度 約１３．６％
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地方交付税及び臨時財政対策債の状況地方交付税及び臨時財政対策債の状況地方交付税及び臨時財政対策債の状況地方交付税及び臨時財政対策債の状況
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４

（５）基金繰入金（５）基金繰入金（５）基金繰入金（５）基金繰入金
１８９億円（㉓２６８億円、△７９億円、△２９．４％）

〔繰入額が減少した主な基金〕
・ふるさと雇用再生特別基金 - 億円（㉓２２億円、△２２億円）
・緊急雇用創出事業臨時特例基金 ３０億円（㉓４６億円、△１６億円）
・介護職員処遇改善等臨時特例基金 ７億円（㉓２３億円、△１６億円）
・介護基盤緊急整備等臨時特例基金 １０億円（㉓１７億円、△ ７億円）
・障害者自立支援対策臨時特例基金 ５億円（㉓１２億円、△ ７億円）
・子育て支援対策臨時特例基金 ９億円（㉓１５億円、△ ６億円）

（４）県債残高（４）県債残高（４）県債残高（４）県債残高
平成2４年度末残高（見込）９，６８０億円

（㉓末残高（見込）９，３０５億円、＋３７５億円、＋４．０％）

※通常債残高は、台風１２号災害対応・国体関連施設整備のため、
増加。

※平成１３年度から発行している臨時財政対策債の残高が増加。
（平成２４年度末残高（見込）３，０４５億円）

※ 平成１８年度以降、収支不足に対応するため、臨時的に発行して
いる退職手当債や行政改革推進債等にも目を配りつつ、県債の
管理を行うことが必要。

２００１７２１７２１５計

１５９１７１７６１７５県債管理基金

４１－４１４０財政調整基金

H24末

見込
H24取崩

H23末見込

（２月補正後）

H22末

残高

基金残高（一般会計所管の基金総額見込）
Ｈ23末 ８７５億円 ⇒ Ｈ24末 ７１０億円

※ 財政調整基金及び県債管理基金の状況 （単位：億円）
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・義務的経費義務的経費義務的経費義務的経費 ２２２２，３，３，３，３２０２０２０２０億円億円億円億円（対前年度△５６億円、△２．３％、構成比４０．４％）

人 件 費 １，４６８億円（対前年度△５８億円、△３．８％）

※経常人件費（一般職） １，２５２億円（対前年度△３８億円、△２．９％）

公 債 費 ７２５億円（対前年度△１億円、△０．０％）

扶 助 費 １２７億円（対前年度＋３億円、＋１．９％）

・政策的経費政策的経費政策的経費政策的経費 ３３３３，，，，４２８４２８４２８４２８億円億円億円億円（対前年度＋３７７億円、＋１２．３％、構成比５９．６％）

投資的経費 １，２６９億円（対前年度＋２１４億円、＋２０．３％）

そ の 他 ２，１５９億円（対前年度＋１６３億円、＋８．１％）

３．歳出のポイント３．歳出のポイント３．歳出のポイント３．歳出のポイント
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５

5345 5748
5179 5112 5229 ＜政策的経費＞

対前年度＋３７７億円の主な要因

○防災・減災対策に係る総点検関連防災・減災対策に係る総点検関連防災・減災対策に係る総点検関連防災・減災対策に係る総点検関連
１３億円（対前年度＋１２億円）

○国体関連（施設整備）国体関連（施設整備）国体関連（施設整備）国体関連（施設整備）
１２２億円（対前年度＋９３億円）

○台風１２号災害からの早期復興等台風１２号災害からの早期復興等台風１２号災害からの早期復興等台風１２号災害からの早期復興等
１３６億円（皆増）人件費

公債費

扶助費

投資的経費



（１）人件費（１）人件費（１）人件費（１）人件費
経常人件費（一般職）経常人件費（一般職）経常人件費（一般職）経常人件費（一般職） １，２５２億円

（㉓１，２９０億円、△３８億円、△２．９％）
※職員定数△３４人削減（教育△４１人、警察＋７名）により△３億円、給与改定△２億円

退職手当退職手当退職手当退職手当 １７７億円（ ㉓１９３億円、△１６億円、△８．０％）

1371

210

36

1339

180

35

1306

181

40

1290

193

43

1252

177

39

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

（億円）

H20 H21 H22 H23 H24

人件費予算の推移人件費予算の推移人件費予算の推移人件費予算の推移
経常人件費 退職手当 その他

経常的な人件費の減

「新政策」関連事業や社会保障
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（２）公債費（２）公債費（２）公債費（２）公債費

７２５億円 （㉓７２６億円、対前年度△１億円、△０．０％）

※ 平成２３年度において、決算剰余金処分等による県債の繰上償還を実施

（３）投資的経費（３）投資的経費（３）投資的経費（３）投資的経費

１，２６９億円（㉓１，０５５億円、＋２１４億円、＋２０．３％）

◆台風関連除き◆台風関連除き◆台風関連除き◆台風関連除き １，１３５億円（＋８０億円、＋７．６％）１，１３５億円（＋８０億円、＋７．６％）１，１３５億円（＋８０億円、＋７．６％）１，１３５億円（＋８０億円、＋７．６％）

〔〔〔〔当初予算の内訳当初予算の内訳当初予算の内訳当初予算の内訳〕〕〕〕

うちうちうちうち普通建設普通建設普通建設普通建設補助補助補助補助 ７５２億円 （㉓６５８億円、＋９４億円、＋１４．３％）

台風関連除き台風関連除き台風関連除き台風関連除き ７０８億円７０８億円７０８億円７０８億円

国体関連公園施設整備 ＋９３億円 、 河川整備等 ＋３億円

ため池等整備 ＋２億円 、公共街路 △２２億円 、 国道改良 △８億円

老人福祉施設整備 △６億円 ※台風１２号関連 ＋４４億円

うちうちうちうち普通建設普通建設普通建設普通建設単独単独単独単独 ２５１億円 (㉓２４８億円、＋３億円、＋１．０％）

台風関連除き台風関連除き台風関連除き台風関連除き ２４７億円２４７億円２４７億円２４７億円

県民文化会館保全改修 ＋１１億円

和歌山県県立総合体育館（仮称）整備 △１５億円 ※台風１２号関連 ＋４億円

うち直轄負担金うち直轄負担金うち直轄負担金うち直轄負担金（災害除く）（災害除く）（災害除く）（災害除く）１３８億円 (㉓９３億円、＋４５億円、＋４８．９％）

台風関連除き台風関連除き台風関連除き台風関連除き １２５億円１２５億円１２５億円１２５億円

直轄道路事業 ＋２９億円 ※台風１２号関連 ＋１３億円

うちうちうちうち災害復旧災害復旧災害復旧災害復旧 １２８億円 (㉓５６億円、＋７２億円、＋１２９．６％ ）

台風関連除き台風関連除き台風関連除き台風関連除き ５５億円５５億円５５億円５５億円

※台風１２号関連 ＋７３億円
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７
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（４）その他（４）その他（４）その他（４）その他

２，１５９億円（㉓１，９９６億円、＋１６３億円、＋８．１％）

主な増減要因主な増減要因主な増減要因主な増減要因
○中小企業融資制度実施 ９０９億円（対前年度＋１８５億円）

○農業担い手対策 ５億円（対前年度＋５億円）

○緊急雇用創出事業臨時特例基金活用（国補正基金） ２５億円（対前年度△１４億円）

８

○「未来に羽ばたく元気な和歌山」の実現に向け、「災害に備えた『安全』の政

策」、「暮らしを守る『安心』の政策」、「新たな成長に向けた『挑戦』の政策」を

重点的に推進

○同時に、持続可能な財政構造の確立にも配慮し、収支不足額を１７億円に
抑制

『『『『長期総合計画実現にむけた新政策の推進長期総合計画実現にむけた新政策の推進長期総合計画実現にむけた新政策の推進長期総合計画実現にむけた新政策の推進』』』』 とととと 『『『『財政健全化財政健全化財政健全化財政健全化』』』』 の両立の両立の両立の両立


